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2023年8月28日 

報道関係各位 

SMBCコンシューマーファイナンス株式会社 

広報サステナビリティ推進部 : 岡田、平、田中 

（問合せ先：03-6887-1274） 

SMBCコンシューマーファイナンス株式会社（代表取締役社長：金子 良平、https://www.smbc-cf.com/corporate/、サー

ビスブランド「プロミス」）は、2023年7月19日～20日の2日間、15歳～19歳の学生を対象に「10代の金銭感覚についての意

識調査2023」をインターネットリサーチで実施し、1,000名の有効サンプルの集計結果を公開しました。（調査協力会社：ネット

エイジア株式会社） 

*前回調査である「10代の金銭感覚についての意識調査 2022」は 2022年 7月に調査（8月 25日発表）しております。 

- TOPICS - 

【10代の収入と預貯金】  p.3～p.8 

≫ 10代の収入状況 「お小遣い以外の収入がある」高校生の 4人に 1人、大学生等の 3人に 2人 ・・・p.3 

≫ ひと月あたりの収入額 大学生等では平均 38,146円、前回調査より 5,737円減少 ・・・p.3 

≫ ひと月あたりのお小遣い額の平均 高校生は 4,361円、大学生等は 9,316円 ・・・p.4 

≫ 1 ヶ月のアルバイト代の平均 大学生等は 28,498円、前回調査より 4,405円減少 ・・・p.4 

≫ 「フリマアプリで収入を得ている」10代の 12.5%、収入額は平均 2,317円/月、前回調査より 843円減少 ・・・p.5 

≫ 「預貯金をしている」高校生は 48.2%、預貯金額の平均は前回調査から 49,314円増加し 166,039円 ・・・p.6 

≫ 「預貯金をしている」大学生等は 60.9%、預貯金額の平均は前回調査から 22,683円増加し 290,401円 ・・・p.6 

≫ 預貯金をする理由 1位「将来のため」2位「万が一のときのため」3位「買いたいものがあるため」 ・・・p.6 

≫ 「今の貯蓄状況に不安を感じている」10代の 58.1% ・・・p.8 

【10代のお金の使い方】  p.9～p.22 

≫ ひと月あたりの消費額の平均 

高校生は前回調査から 1,292円増加し 7,123円、大学生等は前回調査から 2,102円減少し 21,543円 ・・・p.9 

≫ 10代がお金をかけたいもの 

男性では 1位「ゲーム」2位「アニメ・マンガ」3位「友人との交際」、女性では 1位「美活」2位「ファッション」3位「推し活」 

・・・p.10 

≫ 「投資をしている」10代の 9.2%、投資で得ている利益は？ 利益額を把握している人の平均は 4,927円/月 ・・・p.11 

≫ 10代投資家が投資しているもの 1位「服」2位「株式」3位「投資信託」「スニーカー」 ・・・p.11 

≫ 投資意向者が投資をしたいもの 1位「株式」2位「服」3位「FX」 ・・・p.11 

10代の金銭感覚についての意識調査 2023 
ひと月あたりの収入額 大学生等では平均 38,146円、前回調査より 5,737円減少 

「預貯金をしている」高校生は 48.2%、預貯金額の平均は前回調査から 49,314円増加し 166,039円 

「預貯金をしている」大学生等は 60.9%、預貯金額の平均は前回調査から 22,683円増加し 290,401円 

幸せになるために必要だと思う世帯年収の平均 

「単身世帯」は前回調査より 16万円増加し 481万円、 

「夫婦 2人世帯」は前回調査より 43万円増加し 873万円、 

「夫婦・子ども 2人の世帯」は前回調査より 101万円増加し 1,595万円 

「セミナーや学校の授業で“金融知識”を学んだことがない」高校生では 38.9%、大学生等では 49.3% 

学校の授業で教えてほしいと思う“社会の中で生きるための知識” 

1位「ローン・クレジットの仕組み」2位「お金のトラブル」3位「保険・リスク管理」 

https://www.smbc-cf.com/corporate/
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≫ 「自己投資をしている」高校生の 28.2%、大学生等の 35.4% ひと月あたりの自己投資額の平均は 6,683円 ・・・p.13 

≫ 「サブスクリプションサービスを利用している」大学生等の 29.0%、前回調査より 6.4ポイント下降 ・・・p.14 

≫ ひと月あたりのサブスク利用額の平均は 1,575円 ・・・p.14 

≫ 「ゲーム課金に前向き」高校生の 35.6%、大学生等の 28.2% ・・・p.15 

≫ ひと月あたりのゲーム課金額の平均は 3,102円、前回調査より 531円増加 

女性では 2,129円増加し 4,324円、大学生等では 1,219円増加し 3,969円 ・・・p.15 

≫ 「課金してでもゲームを有利に進めたい」10代の 7人に 1人 ・・・p.16 

≫ 「ゲーム課金したことに後悔した経験がある」男子高校生の 3人に 1人 ・・・p.16 

≫ 「幸せになるためにはお金が必要だと思う」10代の 72.5% ・・・p.17 

≫ 幸せになるために必要だと思う世帯年収の平均 

「単身世帯」は前回調査より 16万円増加し 481万円、「夫婦 2人世帯」は前回調査より 43万円増加し 873万円、 

「夫婦・子ども 2人の世帯」は前回調査より 101万円増加し 1,595万円 ・・・p.17 

≫ 人生を楽しむために一番大切にしたいと思うものは？ 

高校生の男性と大学生等の男性では「趣味」、高校生の女性では「家族」、大学生等の女性では「自分らしさ」が 1位 

・・・p.18 

≫ ライフイベント 1回にかかる費用イメージの平均 

「就職活動」20万円、「結婚」292万円、「出産」97万円、「自動車購入」346万円、「住宅購入」2,644万円 ・・・p.19 

≫ 夢や目標を実現するための費用の準備方法 3位「不用品を売る」2位「預貯金する」、1位は？ ・・・p.20 

≫ 夢や目標を実現するための費用の準備方法についてメリット・デメリットを理解している割合 

「クレジットカード・ローンの利用」は 4人に 1人、「投資」「家族や知人などからの借り入れ」は 5人に 1人にとどまる 

・・・p.21 

≫ 奨学金を利用した場合、返済するのは誰の役割だと思う？ 「自分」64.7%、「親」13.0%、「親と自分の両方」22.2% 

・・・p.22 

【10代のお金の失敗・マネートラブル経験と金融リテラシー】   p.23～p.29 

≫ これまでに経験したことがある“お金”に関する失敗談・エピソード 

「ゲームに課金しすぎた」「クレジットカードを使いすぎた」「偽サイトで騙された」「フリマサイトで偽物を買わされた」など 

・・・p.23 

≫ 「詐欺などのトラブルの被害にあったことがある」10代の 7人に 1人 

経験した詐欺被害 1位「無料商法」2位「ワンクリック詐欺」3位「ネットオークション詐欺」 ・・・p.24 

≫ 親と話をしたことがある“お金や経済に関連する話題” 1位「お小遣い」2位「アルバイト代」3位「教育ローン・奨学金」 

・・・p.26 

≫ 親に聞きたい“お金や経済に関連する話題” 1位「お金の稼ぎ方」2位「親の収入」3位「家計管理」 ・・・p.26 

≫ 「セミナーや学校の授業で“金融知識”を学んだことがない」高校生では 38.9%、大学生等では 49.3% ・・・p.27 

≫ 学校の授業で教えてほしいと思う“社会の中で生きるための知識” 

1位「ローン・クレジットの仕組み」2位「お金のトラブル」3位「保険・リスク管理」 ・・・p.27 

≫ 成年年齢引き下げによって新しく 18歳からできるようになったものについての理解度 

「親の同意なしでクレジットカードをつくる」は 6割以上が正しく理解 ・・・p.28 

≫ 18歳になったら行いたいと思うこと 

「親の同意なしでクレジットカードをつくる」35.3%、前回調査より 9.6ポイント上昇 ・・・p.29 

≫ 成年年齢引き下げ後に 18歳・19歳が行ったこと 「親の同意なしでクレジットカードをつくる」19.7%、 

「親の同意なしで携帯電話を契約する」8.2%、「親の同意なしでローンを組む」7.1%、 

「親の同意なしで一人暮らしの部屋を借りる」6.3% ・・・p.29 
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【10代の収入と預貯金】 

≫ 10代の収入状況 「お小遣い以外の収入がある」高校生の 4人に 1人、大学生等の 3人に 2人 

≫ ひと月あたりの収入額 大学生等では平均 38,146円、前回調査より 5,737円減少 

 

全国の 15歳～19歳の学生 1,000名（全回答者）に対し、収入状況について質問しました。 

まず、全回答者（1,000 名）に対し、現在の収入状況を聞いたところ、「収入はない」は 20.8%、「収入はお小遣いの

み」は 37.4%、「お小遣い以外の収入がある」は 41.8%となりました。 

学生区分別にみると、高校生では「収入はお小遣いのみ」が 52.0%、「お小遣い以外の収入がある」が 25.5%、大

学生・短大生・専門学校生・予備校生（以下「大学生等」）では「収入はお小遣いのみ」が 15.8%、「お小遣い以外の収

入がある」が 65.8%でした。 

 

 

 

ひと月あたりの収入額を聞いたところ、高校生では平均 11,650円、大学生等では平均 38,146円でした。 

前回の調査結果と比較すると、ひと月あたりの収入額の平均は、高校生では 163 円の減少（前回調査 11,813 円

→今回調査 11,650 円）、大学生等では 5,737 円の減少（前回調査 43,883 円→今回調査 38,146 円）と、大学生等

では 13.1%の減少となりました。 
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≫ ひと月あたりのお小遣い額の平均 高校生は 4,361円、大学生等は 9,316円 

≫ 1 ヶ月のアルバイト代の平均 大学生等は 28,498円、前回調査より 4,405円減少 

 

次に、お小遣いとアルバイト収入について質問しました。 

全回答者（1,000 名）に、家族からもらっているお小遣いは、ひと月あたり、いくらくらいか聞いたところ、高校生では

平均 4,361円、大学生等では平均 9,316円でした。 

前回の調査結果と比較すると、家族からもらっているお小遣い額の平均は、高校生では 56 円の減少（前回調査

4,417円→今回調査 4,361円）、大学生等では 824円の減少（前回調査 10,140円→今回調査 9,316円）となりまし

た。 

 

 

 

 

1 ヶ月のアルバイト代はいくらくらいか聞いたところ、高校生では平均 7,029 円、大学生等では平均 28,498 円でし

た。 

前回の調査結果と比較すると、1 ヶ月のアルバイト代の平均は、大学生等では 4,405 円の減少（前回調査 32,903

円→今回調査 28,498 円）となりました。新型コロナウイルス感染症の 5 類感染症移行による大学生等におけるライ

フスタイルの変化や、物価高騰の影響もあり飲食サービス業の苦境などが影響してか、アルバイト収入は大きく減少

している実態が明らかになりました。 
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≫ 「フリマアプリで収入を得ている」10代の 12.5%、収入額は平均 2,317円/月、前回調査より 843円減少 

 

アルバイト以外の収入源のうち、フリマアプリでの収入について質問しました。 

全回答者（1,000 名）に、フリマアプリで収入を得ているか聞いたところ、「得ている」が 12.5%、「得ていないが、得

たいと思う」が 49.9%で、合計した『前向き（計）』は 62.4%となりました。 

『前向き（計）』と回答した人の割合は、女性では 69.4%と、男性（55.4%）と比べて 14.0ポイント高くなりました。 

 

 

 

 

フリマアプリで収入を得ている人（125 名）に、フリマアプリによるひと月あたりの収入金額を聞いたところ、「1,000

円未満」（36.8%）や「1,000円～2,000円未満」（28.8%）に多くの回答が集まり、平均は 2,317円でした。 

前回の調査結果と比較すると、収入額の平均は 843円の減少（前回調査 3,160円→今回調査 2,317円）となりま

した。 

 

 

  

12.5

6.8

18.2

49.9

48.6

51.2

37.6

44.6

30.6

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

男性【n=500】

女性【n=500】

得ている 得ていないが、得たいと思う 得ていないし、得たいと思わない

Ｑ.フリマアプリで収入を得ているか？ （単一回答）

男
女

前向き
（計）

62.4

55.4

69.4

30.7 
28.6 

8.5 7.9 

14.8 

9.5 

36.8

28.8

10.4 9.6
6.4 8.0

0%

30%

60%

前回調査【n=189】 今回調査【n=125】

Ｑ.フリマアプリで得ている収入は、ひと月あたり、いくらくらいか？

（数値入力回答：ひと月あたり＿＿円くらい）
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≫ 「預貯金をしている」高校生は 48.2%、預貯金額の平均は前回調査から 49,314円増加し 166,039円 

≫ 「預貯金をしている」大学生等は 60.9%、預貯金額の平均は前回調査から 22,683円増加し 290,401円 

≫ 預貯金をする理由 1位「将来のため」2位「万が一のときのため」3位「買いたいものがあるため」 

 

続いて、現在の預貯金の状況について質問しました。 

全回答者（1,000 名）に、預貯金をしているか聞いたところ、「している」は 53.3%、「していないが、したいと思う」は

38.9%、「していないし、したいと思わない」は 7.8%となりました。 

預貯金をしている人の割合は、高校生では 48.2%、大学生等では 60.9%となりました。 

 

 

 

 

前回の調査結果と比較すると、預貯金をしている人の割合は、高校生では 9.1ポイントの下降（前回調査 57.3%→

今回調査 48.2%）、大学生等では 2.9ポイントの下降（前回調査 63.8%→今回調査 60.9%）となりました。 
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預貯金をしている人（533 名）に、今、どのくらいの預貯金を持っているか聞いたところ、高校生では平均 166,039

円、大学生等では平均 290,401円でした。 

前回の調査結果と比較すると、預貯金額の平均は、高校生では 49,314円の増加（前回調査 116,725円→今回調

査 166,039 円）、大学生等では 22,683 円の増加（前回調査 267,718 円→今回調査 290,401 円）と、特に高校生で

増加幅が大きくなりました。止まらない物価高騰や社会情勢の先行き不透明感などが、10 代の貯蓄意識に大きな影

響を与えているのではないでしょうか。 

 

 

 

 

預貯金をしている人・預貯金をしたいと思っている人（922名）に、その理由を聞いたところ、「将来のため」（58.1%）

が突出して高くなり、「万が一のときのため」（41.0%）、「買いたいものがあるため」（40.8%）、「一人暮らしをするため」

（25.5%）、「旅行に行くため」（23.5%）が続きました。 

前回の調査結果と比較すると、「万が一のときのため」は前回調査（3位）から順位を 1つ上げ 2位となりました。 

 

 

  

181,256円

116,725円

267,718円

223,437円

166,039円

290,401円

0円 150,000円 300,000円

前回調査 今回調査

Ｑ.今、どのくらいの預貯金を持っているか？ （数値入力回答：＿＿円くらい）

対象：預貯金をしている人

学
生
区
分

※預貯金額の平均を表示

【n=599】

【n=533】

【n=343】

【n=287】

【n=256】

【n=246】

高校生

大学生等

全体

5
7
.9

 

3
7
.0

 

3
8
.6

 

2
5
.4

 

2
2
.9

 

1
7
.8

 

8
.8

 8
.4

 

5
.5

 

3
.0

 

5
8
.1

4
1
.0

4
0
.8

2
5
.5

2
3
.5

1
8
.2

9
.9 5

.7

5
.5

2
.1

0%

30%

60%

前回調査【n=946】 今回調査【n=922】

Ｑ.預貯金をしている理由（またはしたい理由）は？ （複数回答）

対象：預貯金をしている人・預貯金をしたいと思っている人

※上位10位までを表示

将来の
ため

万が一の
ときの
ため

買いたい
ものが
あるため

一人
暮らしを
するため

旅行に
行くため

学費を
払うため

資格を
取得する
ため

投資を
するため

留学する
ため

起業を
するため
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≫ 「今の貯蓄状況に不安を感じている」10代の 58.1% 

 

全回答者（1,000 名）に、現在の自分の貯蓄状況について、不安を感じているか聞いたところ、「感じている」は

58.1%、「感じていない」は 41.9%となりました。 

不安を感じている人の割合は、女性では 60.8%と、男性（55.4%）と比べて 5.4ポイント高くなりました。 

 

 

  

58.1 

55.4 

60.8 

41.9

44.6

39.2

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

男性【n=500】

女性【n=500】

感じている 感じていない

Ｑ.現在の自分の貯蓄状況について、不安を感じているか？ （単一回答）

男

女
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【10代のお金の使い方】 

≫ ひと月あたりの消費額の平均 

高校生は前回調査から 1,292円増加し 7,123円、大学生等は前回調査から 2,102円減少し 21,543円 

 

お金の使い方について質問しました。 

 

全回答者（1,000 名）に、ひと月あたり、いくらくらいお金を使っているか聞いたところ、「1,000 円未満」（16.8%）や

「3,000円～5,000円未満」（12.8%）、「5,000円～10,000円未満」（17.2%）、「10,000円～20,000円未満」（12.0%）、

「30,000円～50,000円未満」（11.1%）に回答が分かれ、平均は 12,949円でした。 

学生区分別にみると、高校生では平均 7,123円、大学生等では平均 21,543円でした。 

 

 

 

 

前回の調査結果と比較すると、ひと月あたりに使っているお金の平均は、高校生では 1,292 円の増加（前回調査

5,831 円→今回調査 7,123 円）となったのに対し、大学生等では 2,102 円の減少（前回調査 23,645 円→今回調査

21,543 円）となりました。大学生等では、ひと月あたりの収入額が大きく減ったこと、または預貯金が増えたことに伴

い、消費金額が減ったという人がいるのではないでしょうか。 

 

 

  

16.8

7.5 7.3

12.8

17.2

12.0

8.4

11.1

6.9

0%

15%

30%

全体【n=1000】

Ｑ.ひと月あたり、いくらくらいお金を使っているか？ （数値入力回答：ひと月あたり＿＿円くらい）

＜平均＞

全体 ：12,949円

高校生 ： 7,123円

大学生等：21,543円

1,000円
未満

1,000円
～

2,000円
未満

2,000円
～

3,000円
未満

3,000円
～

5,000円
未満

5,000円
～

10,000円
未満

10,000円
～

20,000円
未満

20,000円
～

30,000円
未満

30,000円
～

50,000円
未満

50,000円
以上

5,831円

23,645円

7,123円

21,543円

0円 15,000円 30,000円

前回調査 今回調査

ひと月あたりに使っているお金の平均

学
生
区
分

【n=599】

【n=596】

【n=401】

【n=404】

高校生

大学生等
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≫ 10代がお金をかけたいもの 

男性では 1位「ゲーム」2位「アニメ・マンガ」3位「友人との交際」、女性では 1位「美活」2位「ファッション」3位「推し活」 

 

全回答者（1,000 名）に、お金をかけたいと思うものを聞いたところ、1 位「ファッション」（41.7%）、2 位「推し活（アイ

ドル・キャラクターのグッズなど）」（39.5%）、3位「友人との交際」（38.8%）、4位「美活（メイク・美容院など）」（36.2%）、

5位「外食（テイクアウト含む）」（33.4%）となりました。 

男女別にみると、男性では 1位「ゲーム」（34.8%）、2位「アニメ・マンガ」（32.4%）、3位「友人との交際」（32.2%）、

女性では 1位「美活（メイク・美容院など）」（59.8%）、2位「ファッション」（57.6%）、3位「推し活（アイドル・キャラクター

のグッズなど）」（54.2%）でした。お金をかけて、エンタメや友人との時間を満喫したい男性、おしゃれや推し活を楽し

みたい女性が多いようです。 

 

 

 

 

前回の調査結果と比較すると、男性では 2 年連続で「ゲーム」が 1 位、「アニメ・マンガ」が 2 位でした。他方、女性

では「美活（メイク・美容院など）」が前回 3位→今回 1 位と順位を 2つ上げトップとなりました。コロナ禍が落ち着きを

みせ、外出する機会やマスクを外す機会が増えたためか、美容など自分磨きにお金をかけたい女性が増えたのでは

ないでしょうか。 

 

 

  

0%50%100%

Ｑ.お金をかけたいと思うものは？ （複数回答）
※上位10位までを表示

順位 全体【n=1000】 ％ 順位 男性【n=500】 ％ 順位 女性【n=500】 ％

1位 ファッション 41.7 1位 ゲーム 34.8 1位 美活（メイク・美容院など） 59.8

2位 推し活（アイドル・キャラクターのグッズなど） 39.5 2位 アニメ・マンガ 32.4 2位 ファッション 57.6

3位 友人との交際 38.8 3位 友人との交際 32.2 3位 推し活（アイドル・キャラクターのグッズなど） 54.2

4位 美活（メイク・美容院など） 36.2 4位 外食（テイクアウト含む） 29.4 4位 友人との交際 45.4

5位 外食（テイクアウト含む） 33.4 5位 スマホ 28.4 旅行・観光 39.8

6位 旅行・観光 33.1 6位 恋愛（デートやプレゼントなど） 27.4 おやつ（お菓子・ジュースなど） 39.8

7位 おやつ（お菓子・ジュースなど） 32.2 7位 旅行・観光 26.4 7位 外食（テイクアウト含む） 37.4

8位 恋愛（デートやプレゼントなど） 30.8 8位 ファッション 25.8 8位 恋愛（デートやプレゼントなど） 34.2

9位 アニメ・マンガ 28.0 推し活（アイドル・キャラクターのグッズなど） 24.8 9位 音楽 30.6

10位 映画 27.2 映画 24.8 10位 映画 29.6

5位

9位

0%50%100%

Ｑ.お金をかけたいと思うものは？ （複数回答）
※上位10位までを表示

順位 全体【n=1000】 ％ 順位 男性【n=500】 ％ 順位 女性【n=500】 ％

ファッション 37.3 1位 ゲーム 37.6 1位 推し活（アイドル・キャラクターのグッズなど） 55.0

推し活（アイドル・キャラクターのグッズなど） 37.3 2位 アニメ・マンガ 32.6 2位 ファッション 53.2

3位 友人との交際 34.5 3位 スマホ 28.6 3位 美活（メイク・美容院など） 49.4

4位 アニメ・マンガ 30.5 4位 友人との交際 27.6 4位 友人との交際 41.4

5位 旅行・観光 30.2 5位 旅行・観光 26.8 5位 音楽 34.0

6位 美活（メイク・美容院など） 30.0 6位 恋愛（デートやプレゼントなど） 25.0 6位 旅行・観光 33.6

7位 音楽 28.7 7位 勉強（学費・参考書など） 23.6 7位 おやつ（お菓子・ジュースなど） 33.0

8位 おやつ（お菓子・ジュースなど） 27.9 8位 音楽 23.4 8位 外食（テイクアウト含む） 31.0

9位 外食（テイクアウト含む） 27.0 9位 外食（テイクアウト含む） 23.0 9位 恋愛（デートやプレゼントなど） 28.8

10位 恋愛（デートやプレゼントなど） 26.9 10位 おやつ（お菓子・ジュースなど） 22.8 10位 アニメ・マンガ 28.4

1位

【前回調査】
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≫ 「投資をしている」10代の 9.2%、投資で得ている利益は？ 利益額を把握している人の平均は 4,927円/月 

≫ 10代投資家が投資しているもの 1位「服」2位「株式」3位「投資信託」「スニーカー」 

≫ 投資意向者が投資をしたいもの 1位「株式」2位「服」3位「FX」 

 

次に、投資（株式投資、仮想通貨、実物投資、ポイント運用・ポイント投資など）について質問しました。 

全回答者（1,000 名）に、投資をしているか聞いたところ、「している」は 9.2%、「していないが、したいと思う」は

42.4%で、合計した『前向き（計）』は 51.6%となりました。 

投資に前向きな人の割合は、男性では 58.4%と、女性（44.8%）と比べて 13.6ポイント高くなりました。 

また、投資に前向きな人の割合は、高校生では 51.1%、大学生等では 52.3%と、どちらも半数を超えました。 

 

 

 

 

投資をしている人（92 名）に、投資をしているものを聞いたところ、「服」（23.9%）が最も高くなり、「株式」（21.7%）、

「投資信託」「スニーカー」（いずれも 14.1%）、「仮想通貨」「金（ゴールド）」（いずれも 10.9%）が続きました。 

 

 

  

10.5 

9.2 

13.2 

11.2 

7.8 

7.2 

9.5 

9.2 

12.0 

9.2 

42.4 

42.4 

45.4 

47.2 

39.4 

37.6 

41.2 

41.9 

44.1 

43.1 

47.1 

48.4 

41.4 

41.6 

52.8 

55.2 

49.2 

48.8 

43.9 

47.8 

0% 25% 50% 75% 100%

前回調査【n=1000】

今回調査【n=1000】

前回調査【n=500】

今回調査【n=500】

前回調査【n=500】

今回調査【n=500】

前回調査【n=599】

今回調査【n=596】

前回調査【n=401】

今回調査【n=404】

している していないが、したいと思う
していないし、したいと思わない

男
女

学
生
区
分

Ｑ.投資（株式投資、仮想通貨、実物投資、ポイント運用・ポイント投資など）をしているか？ （単一回答）

全体

男性

女性

高校生

大学生等

前向き
（計）

52.9

51.6

58.6

58.4

47.2

44.8

50.7

51.1

56.1

52.3

23.9
21.7

14.1 14.1
10.9 10.9

5.4 5.4 4.3
2.2

0%

25%

50%

全体【n=92】

Ｑ.投資をしているものは？ （複数回答）

対象：投資をしている人 ※上位10位までを表示

服 株式 投資信託 スニーカー 仮想通貨 金
（ゴールド）

債券
（国債など）

時計 カード
ゲーム

絵画
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他方、投資をしたい人（424 名）に、投資をしたいと思うものを聞いたところ、「株式」（40.8%）が突出して高くなり、

「服」（26.4%）、「FX」（20.0%）、「投資信託」（17.7%）、「金（ゴールド）」（15.6%）が続きました。 

 

 

 

 

また、投資をしている人（92 名）に、投資で得ている利益は、ひと月あたり、いくらくらいか聞いたところ、「0 円（な

い）」（32.6%）や「2,000 円未満」（18.5%）、「わからない」（33.7%）に回答が分かれ、利益額を把握している人（「わか

らない」を除く）の平均は 4,927円でした。 

 

 

  

40.8

26.4

20.0
17.7

15.6 14.9 14.2
12.0

8.0 7.3

0%

25%

50%

全体【n=424】

Ｑ.投資をしたいと思うものは？ （複数回答）

対象：投資をしたい人 ※上位10位までを表示

株式 服 FX 投資信託 金
（ゴールド）

スニーカー 仮想通貨 債券
（国債など）

カード
ゲーム

不動産

32.6

18.5

2.2 1.1
3.3 4.3

0.0

4.3

33.7

0%

25%

50%

全体【n=92】

Ｑ.投資で得ている利益は、ひと月あたり、いくらくらいか？ （数値入力回答：ひと月あたり＿＿円くらい）

対象：投資をしている人

＜平均＞※「わからない」を除く

4,927円

0円（ない） 2,000円
未満

2,000円
～

3,000円
未満

3,000円
～

5,000円
未満

5,000円
～

10,000円
未満

10,000円
～

20,000円
未満

20,000円
～

30,000円
未満

30,000円
以上

わからない
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≫ 「自己投資をしている」高校生の 28.2%、大学生等の 35.4% ひと月あたりの自己投資額の平均は 6,683円 

 

自己投資（自分の成長のためにお金や時間をかけること。外見や内面の自分磨きに関することも含む）について質

問しました。 

全回答者（1,000 名）に、自己投資をしているか聞いたところ、「している」は 31.1%、「していないが、したいと思う」

は 38.0%で、合計した『前向き（計）』は 69.1%となりました。 

自己投資をしている人の割合は、女性では 38.6%と、男性（23.6%）と比べて 15.0ポイント高くなりました。 

また、自己投資をしている人の割合は、大学生等では 35.4%と、高校生（28.2%）と比べて 7.2 ポイント高くなりまし

た。 

 

 

自己投資をしている人（311 名）に、自己投資に、ひと月あたり、いくらくらいお金を使っているか聞いたところ、

「1,000円～2,000円未満」（21.2%）や「5,000円～10,000円未満」（18.3%）、「10,000円～20,000円未満」（19.9%）

に回答が分かれ、平均は 6,683円でした。 

前回の調査結果と比較すると、平均は 527円の増加（前回調査 6,156円→今回調査 6,683円）となりました。 

 

  

29.0 

31.1 

21.0 

23.6 

37.0 

38.6 

25.0 

28.2 

34.9 

35.4 

39.8 

38.0 

43.8 

41.6 

35.8 

34.4 

37.9 

38.6 

42.6 

37.1 

31.2 

30.9 

35.2 

34.8 

27.2 

27.0 

37.1 

33.2 

22.4 

27.5 

0% 25% 50% 75% 100%

前回調査【n=1000】

今回調査【n=1000】

前回調査【n=500】

今回調査【n=500】

前回調査【n=500】

今回調査【n=500】

前回調査【n=599】

今回調査【n=596】

前回調査【n=401】

今回調査【n=404】

している していないが、したいと思う
していないし、したいと思わない

男
女

学
生
区
分

Ｑ.自己投資をしているか？ （単一回答）

全体

男性

女性

高校生

大学生等

前向き
（計）

68.8

69.1

64.8

65.2

72.8

73.0

62.9

66.8

77.5

72.5

7.6 

17.9 

13.1 13.8 
16.6 

25.2 

5.9 6.8 

21.2 

11.3 12.9 

18.3 19.9 

9.6 

0%

25%

50%

前回調査【n=290】

今回調査【n=311】

Ｑ.自己投資に、ひと月あたり、いくらくらいお金を使っているか？ （数値入力回答：ひと月あたり＿＿円くらい）

対象：自己投資をしている人

＜平均＞

前回調査：6,156円

今回調査：6,683円

1,000円
未満

1,000円～
2,000円
未満

2,000円～
3,000円
未満

3,000円～
5,000円
未満

5,000円～
10,000円
未満

10,000円～
20,000円
未満

20,000円
以上
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≫ 「サブスクリプションサービスを利用している」大学生等の 29.0%、前回調査より 6.4ポイント下降 

≫ ひと月あたりのサブスク利用額の平均は 1,575円 

 

続いて、“サブスクリプションサービス（サブスク）”について質問しました。 

全回答者（1,000 名）に、定額制サービス（動画配信や音楽配信サービスなど、利用期間に応じて支払いが発生す

るサービス）の利用をしているか聞いたところ、「している」は 24.5%、「していないが、したいと思う」は 37.7%で、合計

した『前向き（計）』は 62.2%となりました。 

前回の調査結果と比較すると、定額制サービスを利用している人の割合は、男性では 4.2 ポイントの下降（前回調

査 28.4%→今回調査 24.2%）、女性では 2.8ポイントの下降（前回調査 27.6%→今回調査 24.8%）、高校生では 1.5

ポイントの下降（前回調査 23.0%→今回調査 21.5%）、大学生等では 6.4ポイントの下降（前回調査 35.4%→今回調

査 29.0%）となりました。 

 

 

 

定額制サービスを利用している人（245 名）に、定額制サービスに、ひと月あたり、いくらくらいお金を使っているか

聞いたところ、「500円～1,000円未満」（33.1%）や「1,000円～2,000円未満」（32.7%）に多くの回答が集まり、平均

は 1,575円でした。 

前回の調査結果と比較すると、平均は 150円の増加（前回調査 1,425円→今回調査 1,575円）となりました。 

 

 

  

28.0 

24.5 

28.4 

24.2 

27.6 

24.8 

23.0 

21.5 

35.4 

29.0 

33.1 

37.7 

33.2 

40.0 

33.0 

35.4 

36.2 

41.6 

28.4 

31.9 

38.9 

37.8 

38.4 

35.8 

39.4 

39.8 

40.7 

36.9 

36.2 

39.1 

0% 25% 50% 75% 100%

前回調査【n=1000】

今回調査【n=1000】

前回調査【n=500】

今回調査【n=500】

前回調査【n=500】

今回調査【n=500】

前回調査【n=599】

今回調査【n=596】

前回調査【n=401】

今回調査【n=404】

している していないが、したいと思う

していないし、したいと思わない

男
女

学
生
区
分

Ｑ.定額制サービスの利用をしているか？ （単一回答）

全体

男性

女性

高校生

大学生等

前向き
（計）

61.1

62.2

61.6

64.2

60.6

60.2

59.2

63.1

63.8

60.9

7.9 

36.4 35.0 

10.0 
4.6 6.1 

9.0 

33.1 32.7 

9.8 8.6 6.9 

0%

25%

50%

75%

前回調査【n=280】

今回調査【n=245】

Ｑ.定額制サービスに、ひと月あたり、いくらくらいお金を使っているか？ （数値入力回答：ひと月あたり＿＿円くらい）

対象：定額制サービスを利用している人

＜平均＞

前回調査：1,425円

今回調査：1,575円

500円未満 500円～
1,000円未満

1,000円～
2,000円未満

2,000円～
3,000円未満

3,000円～
5,000円未満

5,000円以上
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≫ 「ゲーム課金に前向き」高校生の 35.6%、大学生等の 28.2% 

≫ ひと月あたりのゲーム課金額の平均は 3,102円、前回調査より 531円増加 

女性では 2,129円増加し 4,324円、大学生等では 1,219円増加し 3,969円 

 

ゲームへの課金について質問しました。 

全回答者（1,000 名）に、ゲームでのアイテムの購入やガチャ等の利用（ゲームへの課金）をしているか聞いたとこ

ろ、「している」は 11.1%、「していないが、したいと思う」は 21.5%で、合計した『前向き（計）』は 32.6%となりました。 

前回の調査結果と比較すると、ゲーム課金に前向きな人の割合は、高校生では 3.3 ポイントの下降（前回調査

38.9%→今回調査 35.6%）となったのに対し、大学生等では 3.7ポイントの上昇（前回調査 24.5%→今回調査 28.2%）

となりました。 

 

 

ゲーム課金をしている人（111 名）に、ゲームでのアイテムの購入やガチャ等の利用（ゲーム課金）に、ひと月あたり、

いくらくらいお金を使っているか聞いたところ、平均は 3,102円でした。 

前回の調査結果と比較すると、平均は全体では 531円の増加（前回調査 2,571円→今回調査 3,102円）、男性で

は 137 円の減少（前回調査 2,721 円→今回調査 2,584円）、女性では 2,129 円の増加（前回調査 2,195 円→今回

調査 4,324円）、高校生では 67 円の増加（前回調査 2,506円→今回調査 2,573 円）、大学生等では 1,219 円の増

加（前回調査 2,750円→今回調査 3,969円）と、特に女性での増加幅が大きくなりました。 

 

  

13.4 

11.1 

19.2 

15.6 

7.6 

6.6 

16.4 

11.6 

9.0 

10.4 

19.7 

21.5 

24.0 

27.6 

15.4 

15.4 

22.5 

24.0 

15.5 

17.8 

66.9 

67.4 

56.8 

56.8 

77.0 

78.0 

61.1 

64.4 

75.6 

71.8 

0% 25% 50% 75% 100%

前回調査【n=1000】

今回調査【n=1000】

前回調査【n=500】

今回調査【n=500】

前回調査【n=500】

今回調査【n=500】

前回調査【n=599】

今回調査【n=596】

前回調査【n=401】

今回調査【n=404】

している していないが、したいと思う

していないし、したいと思わない

男
女

学
生
区
分

Ｑ.ゲームでのアイテムの購入やガチャ等の利用（ゲームへの課金）をしているか？ （単一回答）

全体

男性

女性

高校生

大学生等

前向き
（計）

33.1

32.6

43.2

43.2

23.0

22.0

38.9

35.6

24.5

28.2

2,571円

2,721円

2,195円

2,506円

2,750円

3,102円

2,584円

4,324円

2,573円

3,969円

0円 2,500円 5,000円

前回調査 今回調査

Ｑ.ゲームでアイテムの購入やガチャ等の利用（ゲーム課金）に、

ひと月あたり、いくらくらいお金を使っているか？ （数値入力回答：ひと月あたり＿＿円くらい）

対象：ゲーム課金をしている人

学
生
区
分

※ゲーム課金額の平均を表示

男
女

【n=134】

【n=111】

【n=96】

【n=78】

【n=38】

【n=33】

【n=98】

【n=69】

【n=36】

【n=42】

全体

高校生

大学生等

男性

女性
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≫ 「課金してでもゲームを有利に進めたい」10代の 7人に 1人 

≫ 「ゲーム課金したことに後悔した経験がある」男子高校生の 3人に 1人 

 

ゲーム課金に関する意識について聞きました。 

＜お金を使ってでも（課金してでも）ゲームを有利に進めたい＞では「そう思う」は 14.7%となりました。「そう思う」と

回答した人の割合は、男性では 21.0%と、女性（8.4%）と比べて 12.6ポイント高くなりました。 

また、＜ほしいアイテム・キャラを手に入れるためのお金は惜しみたくない＞では「そう思う」は 21.8%、＜お金を使

わないと楽しく遊べない＞では「そう思う」は 16.0%、＜レアアイテムやレアキャラを手に入れたときは誇らしい気持ち

になる＞では「そう思う」は 49.9%となりました。 

 

 

 

 

続いて、ゲームでお金を使ったこと（ゲーム課金したこと）に後悔したことがあるか聞いたところ、「ある」は 24.5%、

「ない」は 75.5%となりました。 

男女・学生区分別にみると、後悔したことがある人の割合は高校生の男性（35.9%）が最も高くなりました。 

 

 

  

14.7

21.0

8.4

21.8

26.2

17.4

16.0

15.2

16.8

49.9

57.4

42.4

85.3

79.0

91.6

78.2

73.8

82.6

84.0

84.8

83.2

50.1

42.6

57.6

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

男性【n=500】

女性【n=500】

全体【n=1000】

男性【n=500】

女性【n=500】

全体【n=1000】

男性【n=500】

女性【n=500】

全体【n=1000】

男性【n=500】

女性【n=500】

そう思う そう思わない

Ｑ.ゲームに関する以下の内容について、そう思うか、思わないか？ （各単一回答）

＜お金を使ってでも（課金してでも）ゲームを有利に進めたい＞

男
女

＜ほしいアイテム・キャラを手に入れるためのお金は惜しみたくない＞

男
女

＜お金を使わないと楽しく遊べない＞

男
女

＜レアアイテムやレアキャラを手に入れたときは誇らしい気持ちになる＞

男
女

24.5

35.9

28.6

16.7

14.6

75.5

64.1

71.4

83.3

85.4

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

高校生:男性【n=315】

大学生等:男性【n=185】

高校生:女性【n=281】

大学生等:女性【n=219】

ある ない

Ｑ.ゲームでお金を使ったこと（ゲーム課金したこと）に後悔したことがあるか？ （単一回答）

男
女
・学
生
区
分
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≫ 「幸せになるためにはお金が必要だと思う」10代の 72.5% 

≫ 幸せになるために必要だと思う世帯年収の平均 

「単身世帯」は前回調査より 16万円増加し 481万円、「夫婦 2人世帯」は前回調査より 43万円増加し 873万円、 

「夫婦・子ども 2人の世帯」は前回調査より 101万円増加し 1,595万円 

 

全回答者（1,000 名）に、幸せになるためにお金が必要だと思うか聞いたところ、「そう思う」は 72.5%、「そう思わな

い」は 27.5%となりました。 

幸せになるためにお金が必要だと思う人の割合は、男性では 71.4%、女性では 73.6%でした。 

 

 

 

幸せになるためにお金が必要だと思う人（725 名）に、幸せになるために必要だと思う世帯年収を世帯構成ごとに

聞きました。 

幸せになるために必要だと思う世帯年収の平均は、「単身世帯（ひとり暮らし）の場合」では 481 万円、「夫婦 2 人

だけの世帯の場合」では 873 万円、「夫婦と子どもが 2 人（高校生と大学生）の世帯（4 人家族）の場合」では 1,595

万円でした。 

前回の調査結果と比較すると、平均は、「単身世帯（ひとり暮らし）の場合」では 16 万円の増加（前回調査 465 万

円→今回調査 481万円）、「夫婦 2人だけの世帯の場合」では 43万円の増加（前回調査 830万円→今回調査 873

万円）、「夫婦と子どもが 2人（高校生と大学生）の世帯（4人家族）の場合」では 101万円の増加（前回調査 1,494万

円→今回調査 1,595万円）となりました。世界経済の先行き不透明感や物価高騰を背景とした、将来不安の高まりに

よって、幸せになるために必要な資金を高く見積もるようになった人が増えているのではないでしょうか。 

 

 

  

72.5 

71.4 

73.6 

27.5 

28.6 

26.4 

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

男性【n=500】

女性【n=500】

そう思う そう思わない

Ｑ.幸せになるためにお金が必要だと思うか？

男

女

465万円

830万円

1,494万円

481万円

873万円

1,595万円

0万円

1,000万円

2,000万円

前回調査【n=747】 今回調査【n=725】

Ｑ.幸せになるために必要だと思う世帯年収は？ （各数値入力回答：＿＿万円くらい）

対象：幸せになるためにお金が必要だと思う人

単身世帯（ひとり暮らし）の場合 夫婦2人だけの世帯の場合 夫婦と子どもが2人（高校生と大学生）の
世帯（4人家族）の場合

※平均を表示
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≫ 人生を楽しむために一番大切にしたいと思うものは？ 

高校生の男性と大学生等の男性では「趣味」、高校生の女性では「家族」、大学生等の女性では「自分らしさ」が 1位 

 

全回答者（1,000 名）に、人生を楽しむために一番大切にしたいと思うものを聞いたところ、1 位「趣味」（11.7%）、2

位「家族」（10.5%）、3位「恋人・パートナー」（10.2%）、4位「友人」（10.0%）、5位「生きがい」（9.8%）となりました。 

男女・学生区分別にみると、高校生の男性では 1 位「趣味」（13.3%）、大学生等の男性では 1 位「趣味」（13.5%）

と、どちらも「趣味」がトップでした。趣味を満喫できることが、充実した人生を送るための後押しになると考える男性が

多いのではないでしょうか。他方、高校生の女性では 1 位「家族」（13.5%）、大学生等の女性では 1 位「自分らしさ」

（15.1%）となりました。楽しい人生を送るためには、家族の存在や、自分の価値観を尊重する生き方・暮らし方が大

切だと考える女性が多いようです。 

前回の調査結果と比較すると、大学生等の男性では「趣味」が前回 3位→今回 1位、高校生の女性では「家族」が

前回 2位→今回 1位、大学生等の女性では「自分らしさ」が前回 2位→今回 1位と、それぞれ順位を上げました。 

 

 

 

 

0%
50%

100%

Ｑ.人生を楽しむために一番大切にしたいと思うものは? （単一回答）

※全体は上位10位、男女・学生区分別は上位5位までを表示

順位 高校生の男性【n=315】 ％ 順位 大学生等の男性【n=185】 ％

1位 趣味 13.3 1位 趣味 13.5

2位 恋人・パートナー 13.0 2位 友人 11.4

3位 友人 11.7 3位 恋人・パートナー 10.3

4位 生きがい 10.8 お金 8.1

5位 時間 8.6 健康 8.1

順位 高校生の女性【n=281】 ％ 順位 大学生等の女性【n=219】 ％

1位 家族 13.5 1位 自分らしさ 15.1

2位 生きがい 12.8 2位 家族 13.7

3位 趣味 12.1 3位 心の豊かさ 12.3

4位 自分らしさ 10.7 4位 友人 8.2

5位 恋人・パートナー 8.9 5位 恋人・パートナー 7.8

4位

順位 全体【n=1000】 ％

1位 趣味 11.7

2位 家族 10.5

3位 恋人・パートナー 10.2

4位 友人 10.0

5位 生きがい 9.8

6位 自分らしさ 9.5

7位 時間 7.2

8位 お金 7.0

9位 心の豊かさ 6.7

10位 健康 4.1

0%50%100%

Ｑ.人生を楽しむために一番大切にしたいと思うものは? （単一回答）

※上位5位までを表示

順位
高校生の男性
【n=319】

％ 順位
大学生等の男性
【n=181】

％ 順位
高校生の女性
【n=280】

％ 順位
大学生等の女性
【n=220】

％

1位 趣味 16.9 1位 恋人・パートナー 13.8 1位 自分らしさ 15.7 1位 家族 15.5

2位 恋人・パートナー 13.8 2位 自分らしさ 11.6 2位 家族 12.9 趣味 11.8

家族 9.1 趣味 9.9 3位 趣味 11.4 自分らしさ 11.8

友人 9.1 家族 9.9 4位 生きがい 11.1 生きがい 9.1

5位 生きがい 8.8 5位 時間 8.8 5位 友人 10.4 心の豊かさ 9.1

2位

4位

3位 3位

【前回調査】
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≫ ライフイベント 1回にかかる費用イメージの平均 

「就職活動」20万円、「結婚」292万円、「出産」97万円、「自動車購入」346万円、「住宅購入」2,644万円 

 

10代は、ライフイベントにどのくらいのお金がかかるとイメージしているのでしょうか。 

全回答者（1,000 名）に、ライフイベントにかかる費用について、1 回あたり、いくらくらい必要になると思うか聞いた

ところ、「就職活動費（スーツ代、交通費、宿泊費など）」では平均 20 万円、「結婚費用（婚約指輪代、披露宴代、新婚

旅行代など）」では平均 292万円、「出産費用（入院代、分娩代など）」では平均 97万円となりました。 

 

 

 

 

 

 

自動車や住宅の購入についてみると、「自動車購入費（車両代、法定費用、ローン金利など）」では平均 346万円、

「住宅購入費（土地代、住宅代、仲介手数料、ローン金利など）」では平均 2,644万円となりました。 

 

 

  

20万円

0万円 15万円 30万円

就職活動費

（スーツ代、交通費、宿泊費など）

Ｑ.ライフイベントにかかる費用について、1回あたり、いくらくらい必要になると思うか？

（数値入力回答：＿＿万円くらい） ※平均を表示

全体【n=1000】

292万円

97万円

0万円 150万円 300万円

結婚費用

（婚約指輪代、披露宴代、

新婚旅行代など）

出産費用

（入院代、分娩代など）

Ｑ.ライフイベントにかかる費用について、1回あたり、いくらくらい必要になると思うか？

（各数値入力回答：＿＿万円くらい） ※平均を表示

全体【n=1000】

346万円

2,644万円

0万円 1,500万円 3,000万円

自動車購入費

（車両代、法定費用、

ローン金利など）

住宅購入費

（土地代、住宅代、

仲介手数料、

ローン金利など）

Ｑ.ライフイベントにかかる費用について、1回あたり、いくらくらい必要になると思うか？

（各数値入力回答：＿＿万円くらい） ※平均を表示

全体【n=1000】
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≫ 夢や目標を実現するための費用の準備方法 3位「不用品を売る」2位「預貯金する」、1位は？ 

 

全回答者（1,000名）に、夢や目標を実現するための費用の準備方法について質問しました。 

まず、利用したことがある方法を聞いたところ、「働く（アルバイト、単発の仕事も含む）」（31.0%）と「預貯金する」

（29.8%）が特に高くなり、「不用品を売る」（16.9%）、「家族や知人などから借りる」（14.6%）、「貰う（相続含む）」

（12.3%）が続きました。 

学生区分別にみると、大学生等では「働く（アルバイト、単発の仕事も含む）」が 49.3%と、高校生（18.6%）と比べて

30.7 ポイント高くなりました。大学生等には、アルバイトなどで収入を得ることにより自身の夢や目標のための準備を

進めていた人が多いようです。 

 

 

 

また、今後（または今後も）利用したいと思う方法を聞いたところ、「働く（アルバイト、単発の仕事も含む）」（47.9%）

が最も高くなり、「預貯金する」（36.2%）、「不用品を売る」（23.5%）、「投資する（株式投資、仮想通貨投資、実物投資、

ポイント運用・ポイント投資など）」（17.8%）、「クレジットカード・ローンを利用する（奨学金含む）」（15.0%）が続きまし

た。 

学生区分別にみると、大学生等では「働く（アルバイト、単発の仕事も含む）」が 55.0%と、高校生（43.1%）と比べて

11.9ポイント高くなりました。 
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30%

60%

全体【n=1000】 高校生【n=596】 大学生等【n=404】

Ｑ.夢や目標を実現するための費用の準備方法で、利用したことがある方法は？ （複数回答）

働く
（アルバイト、

単発の仕事も

含む）

預貯金
する

不用品を
売る

家族や
知人など
から借りる

貰う
（相続含む）

クレジット
カード・
ローンを
利用する
（奨学金含む）

投資する
（株式投資、

仮想通貨投資、

実物投資、

ポイント運用・

ポイント投資など）

ギャンブル
で儲ける

その他 特になし
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Ｑ.夢や目標を実現するための費用の準備方法で、今後（または今後も）利用したいと思う方法は？ （複数回答）

働く
（アルバイト、

単発の仕事も

含む）

預貯金
する

不用品を
売る

投資する
（株式投資、

仮想通貨投資、

実物投資、

ポイント運用・

ポイント投資など）

クレジット
カード・
ローンを
利用する
（奨学金含む）

貰う
（相続含む）

家族や
知人など
から借りる

ギャンブル
で儲ける

その他 特になし
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≫ 夢や目標を実現するための費用の準備方法についてメリット・デメリットを理解している割合 

「クレジットカード・ローンの利用」は 4人に 1人、「投資」「家族や知人などからの借り入れ」は 5人に 1人にとどまる 

 

夢や目標を実現するための費用の準備方法で、特徴（メリットやデメリット）を理解している方法を聞いたところ、「働

く（アルバイト、単発の仕事も含む）」（53.1%）が最も高くなり、半数を超えました。 

他方、「クレジットカード・ローンを利用する（奨学金含む）」（25.3%）は 4 人に 1 人、「投資する（株式投資、仮想通

貨投資、実物投資、ポイント運用・ポイント投資など）」（20.2%）と「家族や知人などから借りる」（18.9%）は 5人に 1人

の割合にとどまりました。いずれも、理解が不十分なまま行うと損失を被ったりトラブルになったりする危険があります。

金融教育の機会を活用するなど、金融リテラシーを高めておくことが重要です。 
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Ｑ.夢や目標を実現するための費用の準備方法で、特徴（メリットやデメリット）を理解している方法は？ （複数回答）

働く
（アルバイト、

単発の仕事も

含む）

預貯金
する

不用品を
売る

クレジット
カード・
ローンを
利用する
（奨学金含む）

投資する
（株式投資、

仮想通貨投資、

実物投資、

ポイント運用・

ポイント投資など）

家族や
知人など
から借りる

ギャンブル
で儲ける

貰う
（相続含む）

その他 特になし
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≫ 奨学金を利用した場合、返済するのは誰の役割だと思う？ 「自分」64.7%、「親」13.0%、「親と自分の両方」22.2% 

 

奨学金利用について質問しました。 

全回答者（1,000名）に、奨学金を利用した場合、返済するのは誰の役割だと思うか聞いたところ、「自分」が64.7%

と突出して高くなり、「親と自分の両方」が 22.2%、「親（親族含む）」が 13.0%と続きました。奨学金の返済は自分自

身で行っていくものだと理解している人が多いようです。 

学生区分別にみると、高校生では「親と自分の両方」が 24.7%と、大学生等（18.6%）と比べて 6.1 ポイント高くなり

ました。他方、大学生等では「自分」が 69.1%と、高校生（61.7%）と比べて 7.4ポイント高くなりました。 

 

 

 

10 代の親世代を対象にした調査（※）の結果と比較すると、「親（親族含む）」は 40 代・50 代では 33.9%と、10 代

（13.0%）と比べて 20.9 ポイント高くなり、「親と自分の両方」は 40 代・50 代では 36.2%と、10 代（22.2%）と比べて

14.0ポイント高くなりました。他方、「自分」は 40代・50代では 29.2%と、10代（64.7%）と比べて 35.5ポイント低くな

りました。 

※SMBC コンシューマーファイナンス「金融リテラシーと家庭の金融教育に関する調査 2023」より。 

高校生または大学生等（大学生、短大生、専門学校生、浪人生）の子どもがいる 40歳～59歳の男女が対象 
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Ｑ.奨学金を利用した場合、返済するのは誰の役割だと思うか？ （単一回答）

親（親族含む） 自分 親と自分の両方 その他

13.0

64.7

22.2

0.1

33.9
29.2

36.2

0.7
0%

25%

50%

75%

100%

10代【n=1000】

40代・50代【n=1000】

Ｑ.奨学金を利用した場合、返済するのは誰の役割だと思うか？ （単一回答）

*40代・50代調査では「自分」は「子」、「親と自分の両方」は「親と子の両方」と提示して聴取

親（親族含む） 自分 親と自分の両方 その他
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【10代のお金の失敗・マネートラブル経験と金融リテラシー】 

≫ これまでに経験したことがある“お金”に関する失敗談・エピソード 

「ゲームに課金しすぎた」「クレジットカードを使いすぎた」「偽サイトで騙された」「フリマサイトで偽物を買わされた」など 

 

お金に関する失敗について質問しました。 

全回答者（1,000名）に、これまでに経験したことがある“お金”に関する失敗談・エピソードを聞いたところ、「後先考

えずに買い物をし、すぐ飽きて使わなくなった」や「そのときの物欲に負けて要らないものを買ってしまった」、「ゲーム

に課金しすぎた」など、お金の使い方に関する失敗談やエピソードが多数挙げられました。 

また、「友達に貸したお金が返ってこない」や「友達と貸し借りしたらトラブルになった」といった友人とのトラブルに関

する回答、「クレジットカードを作ってから後先を考えずに買い物をしてしまうようになった」や「クレジットカードを使い

すぎた」といったクレジットカードに関する回答、「コンサートチケット関連で詐欺にあった」や「10万円が当たるという偽

サイトで騙された」、「フリマサイトで偽物を買わされた」といった詐欺に関する回答がありました。 

 

 

  

Ｑ.これまでに経験したことがある“お金”に関する失敗談・エピソードは？ （自由回答） ※回答を抜粋して表示

・遊ぶのが楽しくて、ついお金を使いすぎてしまった（男性・高校3年生） ・友達に貸したお金が返ってこない（男性・大学生）

・お小遣いをもらってすぐに使い果たした（女性・大学生） ・割り勘で喧嘩になった（女性・高校1年生）

・後先考えずに買い物をし、すぐ飽きて使わなくなった（女性・高校3年生） ・友達と貸し借りしたらトラブルになった（女性・高校3年生）

・推しのグッズを買いすぎた（女性・高校2年生） ・友達のための立て替えがまだ返ってこない（女性・大学生）

・そのときの物欲に負けて

　要らないものを買ってしまった（女性・高校1年生） ・クレジットカードを作ってから

・使いにくい商品をついノリで購入してしまった（男性・専門学校生） 　後先を考えずに買い物をしてしまうようになった（女性・大学生）

・レジで所持金以上の買い物をして返品した（女性・高校2年生） ・クレジットカード非対応の店で現金を持たずに入った（男性・大学生）

・お金を財布に入れすぎて ・クレジットカードを使いすぎた（女性・大学生）

　必要のないものを買ってしまった（男性・高校1年生）

・ゲームに課金しすぎた（男性・高校3年生） ・コンサートチケット関連で詐欺にあった（女性・大学生）

・アルバイトの給料を使いすぎてしまった（女性・専門学校生） ・10万円が当たるという偽サイトで騙された（男性・高校3年生）

・ゲームセンターで時間を忘れて浪費してしまった（男性・高校1年生） ・フリマサイトで偽物を買わされた（男性・高校2年生）

・同じ物を2個別々で買い無駄遣いをしてしまった（男性・高校1年生） ・Instagramでお金を騙し取られた（男性・大学生）

・安物の電子機器を購入したら、 ・商品を返品したのに返金されなかった（女性・大学生）

　すぐに不具合が出て、お金が無駄になった（男性・高校2年生） ・ネットで騙されてお金を持ち逃げされた（女性・高校3年生）
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≫ 「詐欺などのトラブルの被害にあったことがある」10代の 7人に 1人 

経験した詐欺被害 1位「無料商法」2位「ワンクリック詐欺」3位「ネットオークション詐欺」 

 

次に、詐欺などのお金に関するトラブルについて質問しました。 

全回答者（1,000 名）に、これまでに、詐欺などのトラブルの被害にあったことがあるか聞いたところ、「あったことが

ある」は 13.6%、「あったことはない」は 86.4%となりました。 

詐欺などのトラブルの被害にあったことがある人の割合は、男性では 16.8%と、女性（10.4%）と比べて 6.4 ポイン

ト高くなりました。 

 

 

 

 

これまでに、詐欺などのトラブルの被害にあったことがある人（136 名）に、被害にあったことがあるトラブルを聞い

たところ、“体験無料”や“今だけ無料”といった言葉で誘われ商品やサービスを契約させられる「無料商法」（25.7%）

が最も高くなり、「ワンクリック詐欺」（22.8%）、「ネットオークション詐欺」（16.2%）、「フィッシング詐欺」（15.4%）、「デ

ート商法」（11.8%）が続きました。 
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男性【n=500】
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あったことがある あったことはない

Ｑ.これまでに、詐欺などのトラブルの被害にあったことはあるか？

男
女

25.7
22.8

16.2 15.4
11.8

9.6 9.6 8.8 7.4
10.3

0%

25%

50%

全体【n=136】

Ｑ.これまでに被害にあったことがあるトラブルは？ （複数回答）

対象：これまでに詐欺などのトラブルの被害にあったことがある人

無料商法 ワン
クリック
詐欺

ネット
オーク

ション詐欺

フィッ
シング
詐欺

デート商法 マルチ
商法・
ねずみ講

キャッチ
セールス

振り込め
詐欺

アルバイト
詐欺

その他



 

 25 / 30 

 

また、全回答者（1,000 名）に、これまでに、詐欺などのトラブルの被害にあいそうになったことがあるか聞いたとこ

ろ、「あいそうになったことがある」は 28.3%、「あいそうになったことはない」は 71.7%となりました。 

詐欺などのトラブルの被害にあいそうになったことがある人の割合は、男性では 31.4%と、女性（25.2%）と比べて

6.2ポイント高くなりました。 

 

 

 

 

これまでに、詐欺などのトラブルの被害にあいそうになったことがある人（283 名）に、被害にあいそうになったこと

があるトラブルを聞いたところ、特定ページの閲覧後に契約成立の宣言画面が表示され金銭を要求・請求される「ワ

ンクリック詐欺」（47.0%）が突出して高くなり、「無料商法」（25.4%）、「フィッシング詐欺」（25.1%）、「ネットオークショ

ン詐欺」（11.7%）、「マルチ商法・ねずみ講」「アルバイト詐欺」「キャッチセールス」（いずれも 9.9%）が続きました。 
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Ｑ.これまでに被害にあいそうになったことがあるトラブルは？ （複数回答）

対象：これまでに詐欺などのトラブルの被害にあいそうになったことがある人

ワン
クリック
詐欺

無料商法 フィッ
シング
詐欺

ネット
オーク

ション詐欺

マルチ
商法・
ねずみ講

アルバイト
詐欺

キャッチ
セールス

振り込め
詐欺

デート商法 その他
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≫ 親と話をしたことがある“お金や経済に関連する話題” 1位「お小遣い」2位「アルバイト代」3位「教育ローン・奨学金」 

≫ 親に聞きたい“お金や経済に関連する話題” 1位「お金の稼ぎ方」2位「親の収入」3位「家計管理」 

 

お金や経済を話題とする親とのコミュニケーションについて質問しました。 

全回答者（1,000 名）に、親と話をしたことがある“お金や経済に関連する話題”を聞いたところ、「お小遣い」

（54.9%）が突出して高くなり、「アルバイト代」（36.2%）、「教育ローン・奨学金」（21.7%）、「お金の稼ぎ方」（20.5%）、

「親の収入」（20.3%）が続きました。 

学生区分別にみると、大学生等では「アルバイト代」が 46.5%と、高校生（29.2%）と比べて 15ポイント以上高くなり

ました。 

 

 

 

また、親に聞きたい“お金や経済に関連する話題”を聞いたところ、「お金の稼ぎ方」（21.7%）が最も高くなりました。

将来どのようにお金を稼いでいけばよいかということについて、親から自身の経験を踏まえた話を聞いてみたいと思う

人が多いのではないでしょうか。次いで高くなったのは、「親の収入」（18.8%）、「家計管理」（17.2%）、「保険・リスク

管理」（15.7%）、「お小遣い」（13.7%）でした。 

学生区分別にみると、高校生では「お金の稼ぎ方」が 26.0%、「お小遣い」が 17.8%と、大学生等（順に 15.3%、

7.7%）と比べて 10ポイント以上高くなりました。 
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Ｑ.親と話をしたことがある“お金や経済に関連する話題”は？ （複数回答）
※上位10位までを表示

お小遣い アル
バイト代

教育
ローン・
奨学金

お金の
稼ぎ方

親の収入 自身の
将来の収入
（生涯年収など）

詐欺・お金
のトラブル

家計管理 ローン・
クレジット
（教育ローンを除く）

保険・
リスク管理
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Ｑ.親に聞きたい“お金や経済に関連する話題”は？ （複数回答）
※上位10位までを表示

お金の
稼ぎ方

親の収入 家計管理 保険・
リスク管理

お小遣い アル
バイト代

ローン・
クレジット
（教育ローンを除く）

教育
ローン・
奨学金

年金・社会
保障制度

自身の
将来の収入
（生涯年収など）
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≫ 「セミナーや学校の授業で“金融知識”を学んだことがない」高校生では 38.9%、大学生等では 49.3% 

≫ 学校の授業で教えてほしいと思う“社会の中で生きるための知識” 

1位「ローン・クレジットの仕組み」2位「お金のトラブル」3位「保険・リスク管理」 

 

続いて、金融教育について質問しました。 

全回答者（1,000 名）に、セミナーや学校の授業で学んだことがある“金融知識”を聞いたところ、「お金のトラブル」

（36.9%）が最も高くなり、「決済方法（キャッシュレス決済手段と方法など）」（20.8%）、「ローン・クレジットの仕組み」

（18.6%）、「生活設計（人生設計と人生に必要な資金の計画）」（16.7%）、「保険・リスク管理（事故・災害・病気などへ

の備え）」（16.2%）が続きました。また、学んだことがない人の割合（「特になし」を回答した人の割合）は 43.1%でした。 

学生区分別にみると、大学生等では学んだことがない人の割合が 49.3%と、高校生（38.9%）と比べて 10 ポイント

以上高くなりました。 

 

 

学校の授業で教えてほしいと思う“社会の中で生きるための知識”を聞いたところ、「ローン・クレジットの仕組み」

（34.3%）が最も高くなりました。次いで高くなったのは、「お金のトラブル」（32.9%）、「保険・リスク管理（事故・災害・病

気などへの備え）」（30.9%）、「生活設計（人生設計と人生に必要な資金の計画）」（27.6%）、「資産形成・資産運用」

（26.8%）でした。 
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Ｑ.セミナーや学校の授業で学んだことがある“金融知識”は？ （複数回答）

「学んだことがある」人の割合

全体 ：56.9%

高校生 ：61.1%

大学生等 ：50.7%

お金の
トラブル

決済方法
（キャッシュレス

決済手段と

方法など）

ローン・
クレジットの
仕組み

生活設計
（人生設計と

人生に必要な

資金の計画）

保険・リスク
管理

（事故・災害・

病気などへの備え）

キャリア形成
（キャリア形成に

必要な力や態度

など）

家計管理 資産形成・
資産運用

その他 特になし
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Ｑ.学校の授業で教えてほしいと思う“社会の中で生きるための知識”は？ （複数回答）

ローン・
クレジット
の仕組み

お金の
トラブル

保険・
リスク
管理

（事故・災害・

病気などへの

備え）

生活設計
（人生設計と

人生に必要な

資金の計画）

資産
形成・
資産運用

家計管理 決済方法
（キャッシュレス

決済手段と

方法など）

キャリア
形成

（キャリア形成に

必要な力や

態度など）

SDGs 異文化・
多様性

その他 特になし
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≫ 成年年齢引き下げによって新しく 18歳からできるようになったものについての理解度 

「親の同意なしでクレジットカードをつくる」は 6割以上が正しく理解 

 

2022年 4月から成年年齢が引き下げられ、成年年齢は 18歳となりました。 

まず、全回答者（1,000 名）に、成年年齢引き下げによって、新しく 18 歳からできるようになったものを聞いたところ、

「親の同意なしでクレジットカードをつくる」（62.4%）と「親の同意なしで携帯電話を契約する」（57.1%）、「親の同意な

しで一人暮らしの部屋を借りる」（52.9%）は半数以上が正しく理解している結果となりました。他方、もともと 18 歳で

できていたことである「普通自動車運転免許を取得する」（26.7%）と「男性が結婚する」（22.6%）は 4人に 1人が挙げ

ました。“もともと 18 歳でできていたこと”と“新たにできるようになったこと”を混同している人が少なくないことがわか

りました。 

前回の調査結果と比較すると、「普通自動車運転免許を取得する」は 5.2 ポイント上昇（前回調査 21.5%→今回調

査 26.7%）しました。 
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Ｑ.成年年齢引き下げによって、新しく18歳からできるようになったものは？ （複数回答）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
（もともと18歳）

×
（もともと18歳）

×
（20歳から）

×
（20歳から）

×
（20歳から）

親の同意
なしで
クレジット
カードを
つくる

親の同意
なしで
携帯
電話を
契約する

親の同意
なしで
一人
暮らしの
部屋を
借りる

親の同意
なしで
ローンを
組む

女性が
結婚する

10年
有効の
パス
ポートを
取得する

普通
自動車
運転
免許を
取得する

男性が
結婚する

公営
ギャン
ブルの
投票券を
買う

（競馬の馬券など）

お酒を
飲む

タバコを
吸う
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≫ 18歳になったら行いたいと思うこと 

「親の同意なしでクレジットカードをつくる」35.3%、前回調査より 9.6ポイント上昇 

≫ 成年年齢引き下げ後に 18歳・19歳が行ったこと 「親の同意なしでクレジットカードをつくる」19.7%、 

「親の同意なしで携帯電話を契約する」8.2%、「親の同意なしでローンを組む」7.1%、 

「親の同意なしで一人暮らしの部屋を借りる」6.3% 

 

18歳未満の人（524名）に、18歳になったら行いたいと思うことを聞いたところ、「親の同意なしでクレジットカードを

つくる」は 35.3%、「親の同意なしで一人暮らしの部屋を借りる」は 31.9%、「親の同意なしで携帯電話を契約する」は

31.1%、「親の同意なしでローンを組む」は 10.5%でした。 

前回の調査結果と比較すると、「親の同意なしでクレジットカードをつくる」は 9.6 ポイント上昇（前回調査 25.7%→

今回調査 35.3%）しました。法律改正で親の同意なく作成できるようになったことを受け、“自分名義のクレジットカー

ド”に関心を持つようになった人が増えているのではないでしょうか。 

 

 

 

 

他方、18歳以上の人（476名）に、成年年齢引き下げ後（2022年 4月 1日以降）に行ったことを聞いたところ、「親

の同意なしでクレジットカードをつくる」は 19.7%、「親の同意なしで携帯電話を契約する」は 8.2%、「親の同意なしで

ローンを組む」は 7.1%、「親の同意なしで一人暮らしの部屋を借りる」は 6.3%となりました。 
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Ｑ.18歳になったら行いたいと思うことは？ （複数回答）

対象：18歳未満の人

親の同意なしで
クレジットカードを

つくる

親の同意なしで
一人暮らしの部屋を

借りる

親の同意なしで
携帯電話を契約する

親の同意なしで
ローンを組む

あてはまるものは
ない
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前回調査【n=456】 今回調査【n=476】

Ｑ.成年年齢引き下げ後（2022年4月1日以降）に行ったことは？ （複数回答）

対象：18歳以上の人

親の同意なしで
クレジットカードを

つくる

親の同意なしで
携帯電話を契約する

親の同意なしで
ローンを組む

親の同意なしで
一人暮らしの部屋を

借りる

あてはまるものは
ない
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《調査概要》 

◆調査タイトル ：10代の金銭感覚についての意識調査 2023 

◆調査対象 ：ネットエイジアリサーチのインターネットモニター会員を母集団とする 

   15歳～19歳の学生 

◆調査期間 ：2023年7月19日～20日 

◆調査方法 ：インターネット調査 

◆調査地域 ：全国 

◆有効回答数 ：1,000サンプル 

（内訳） 

 

 

◆調査協力会社 ：ネットエイジア株式会社 

 

 

本リリースの内容の転載にあたりましては、 

「SMBC コンシューマーファイナンス調べ」と付記のうえ、 

ご使用いただきますよう、お願い申しあげます。 
 

 

SMBC コンシューマーファイナンス株式会社 

担当    ：広報サステナビリティ推進部 岡田、平、田中 

TEL ：03-6887-1274 

E メール ：corporate_info@smbc-cf.com 

受付時間 ：9時 00分～17時 30分（月～金） 

 

 

会社名 ：SMBC コンシューマーファイナンス株式会社 

  （英訳名 SMBC Consumer Finance Co., Ltd.） 

設立 ：1962年（昭和 37年）3月 20日 

代表者名 ：金子 良平 

所在地 ：東京都江東区豊洲二丁目 2番 31号 

事業内容 ：貸金業・保証業 

男性 女性 

500 500 

■■報道関係の皆様へ■■ 

■■本調査に関するお問合せ窓口■■ 

■■会社概要■■ 


